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と
、
都
道
府
県
の
総
合
開
発
計
画
も

総
合
計
画
に
名
称
を
改
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
開
発
へ
の
批
判

的
な
意
見
が
強
く
な
る
中
で
、
都
道

府
県
の
総
合
計
画
は
、
次
第
に
、
面

的
な
将
来
計
画
と
し
て
の
色
彩
を
弱

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
日
で
は
、
国
の
国
土
形
成
計

画
、
都
道
府
県
の
総
合
計
画
、
市
町

村
の
総
合
計
画
の
い
ず
れ
も
、
地
域

の
将
来
像
を
面
的
な
イ
メ
ー
ジ
で

示
す
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

港
湾
周
辺
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
港
湾
管
理
者

に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
て
い
る
地
域

も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で

は
、
土
地
利
用
の
将
来
像
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

土
地
利
用
規
制
の
変
容

　
規
制
と
し
て
の
計
画
は
、
法
制
度

の
改
正
に
よ
っ
て
着
実
に
内
容
を

充
実
し
て
き
て
い
る
。
１
９
９
８
年

か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
整
備
さ

れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」、
い
わ

ゆ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
法
、
改
正

都
市
計
画
法
、
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
進
展
し
て

き
た
市
街
地
の
拡
大
を
抑
制
す
る
よ

う
規
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
郊
外
型
の
大
規
模
小
売
店

舗
で
あ
っ
た
が
、
大
規
模
小
売
店
舗

だ
け
を
狙
い
撃
ち
に
で
き
な
い
の

道
府
県
の
総
合
開
発
計
画
と
い
う
２

つ
の
レ
ベ
ル
の
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
、
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
と
、
特
定
の

地
域
を
対
象
に
面
的
に
開
発
し
て
い

く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
昭
和
47
年
３
月
に
静
岡
県

が
策
定
し
た
総
合
開
発
計
画
で
は
、

東
名
高
速
道
路
が
開
通
し
た
ば
か
り

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
来
は

第
二
東
名
が
必
要
で
あ
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
名
高
速
道
路

を
活
用
し
て
振
興
を
図
る
地
域
が
具

体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

県
内
を
地
域
別
に
区
分
し
た
地
域
計

画
に
は
、
各
地
域
の
開
発
の
計
画
が

記
載
さ
れ
て
い
た
。

　
都
道
府
県
の
総
合
開
発
計
画
は
、

地
方
自
治
法
の
別
表
に
都
道
府
県
の

事
務
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
40
年
代
の
後
半
に
市
町
村
の
総

合
計
画
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

構
想
と
し
て
の
計
画
と
規
制
と
し
て

の
計
画

　
ま
ち
づ
く
り
で
成
功
し
て
い
る
地

域
は
、
土
地
利
用
が
良
く
で
き
て
い

る
地
域
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

土
地
利
用
を
有
効
に
図
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、「
構

想
と
し
て
の
計
画
」
と
「
規
制
と
し

て
の
計
画
」
と
い
う
２
つ
の
異
質
な

仕
組
み
（
制
度
と
そ
の
活
用
）
が
必

要
で
あ
る
。
構
想
と
し
て
の
計
画

は
、
国
や
自
治
体
が
策
定
す
る
総
合

計
画
な
ど
で
将
来
像
を
描
く
も
の
で

あ
り
、
規
制
と
し
て
の
計
画
は
、
都

市
計
画
の
用
途
地
域
や
農
用
地
利
用

計
画
な
ど
で
土
地
利
用
を
法
的
に
制

限
す
る
も
の
で
あ
る
。

総
合
計
画
の
変
容

　
構
想
と
し
て
の
計
画
の
代
表
で
あ

る
総
合
計
画
は
、
時
代
と
と
も
に
変

容
し
て
い
る
。
昭
和
20
年
代
後
半
か

ら
、
国
の
全
国
総
合
開
発
計
画
、
都

静
岡
県
中
部
未
来
懇
話
会
研
究
委
員
　
　

静
岡
産
業
大
学
情
報
学
部
教
授　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

小
泉 

祐
一
郎 

氏

で
、
住
宅
地
や
工
業
地
を
目
的
と
し

た
郊
外
の
開
発
に
つ
い
て
も
規
制
が

強
化
さ
れ
た
。
当
時
、
筆
者
は
建
設

省
の
検
討
会
に
自
治
体
職
員
の
立
場

で
出
席
し
て
い
た
が
、
建
設
省
の
中

に
も
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
。
筆
者

は
自
治
省
や
総
理
府
で
の
勤
務
の
際

に
政
界
や
業
界
等
と
の
関
係
で
生
ず

る
政
策
形
成
過
程
の
紆
余
曲
折
は
経

験
し
て
い
た
が
、
同
じ
省
内
で
人
に

よ
っ
て
意
見
が
大
き
く
異
な
る
と
い

う
の
は
新
鮮
な
経
験
で
あ
っ
た
。

　
我
が
国
の
政
策
の
中
に
は
、
一

度
、
理
念
が
標
語
に
単
純
化
さ
れ
て

動
き
出
す
と
加
速
し
て
い
き
、
必
要

な
限
度
を
超
え
て
し
ま
う
場
合
が

あ
る
。
軌
道
修
正
に
時
間
が
か
か
る

の
で
あ
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
２
０
０
９
年
の
農
地
転
用
許
可

制
度
の
改
正
で
は
、
農
地
転
用
を
原

則
と
し
て
許
可
し
な
い
第
一
種
農

地
を
拡
大
し
、
許
可
対
象
の
第
三
種

農
地
を
縮
小
す
る
と
い
う
規
制
の

強
化
が
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る

省
令
の
改
正
で
行
わ
れ
た
。
民
主
党

政
権
発
足
直
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、

今
日
の
自
民
党
政
権
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
言

葉
の
使
わ
れ
方
も
多
様
化
が
進
み
、

自
然
発
生
的
な
市
街
地
の
拡
大
は
抑

土
地
利
用
を
め
ぐ
る

　
制
度
の
変
遷
と
中
部
都
市
圏
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制
す
る
が
、
計
画
的
な
市
街
地
の
拡

大
は
認
め
る
と
い
う
本
来
の
あ
る
べ

き
姿
に
軌
道
修
正
が
さ
れ
つ
つ
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
国

の
特
区
制
度
に
よ
っ
て
、
自
治
体
が

国
の
出
先
機
関
で
は
な
く
霞
が
関
の

本
丸
と
直
接
話
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
国
の
基
本
方
針
に
昔
か

ら
従
順
な
静
岡
県
や
県
内
市
町
、
特

に
中
部
地
域
の
市
町
は
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
言
葉
の
多
様
性
を
生
か

す
と
い
う
発
想
が
弱
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

近
年
の
土
地
利
用
を
め
ぐ
る
変
化

　
現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
中
心
市

街
地
へ
の
都
市
機
能
の
誘
導
を
図
る

全
域
や
加
賀
地
域
の
中
山
間
地
域

か
ら
の
人
口
流
出
を
金
沢
都
市
圏

で
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
広
域
的
な

視
点
で
の
土
地
利
用
政
策
と
し
て

考
え
れ
ば
、
本
県
の
中
部
都
市
圏
に

お
い
て
も
参
考
に
す
べ
き
点
は
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

工
業
用
地
の
確
保
の
課
題
と
対
応

　
郊
外
の
土
地
利
用
上
の
最
大
の

課
題
は
、
大
規
模
な
工
業
用
地
の

確
保
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

総
合
計
画
の
変
容
に
よ
っ
て
土
地

利
用
の
将
来
像
が
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
く
な
っ
て
郊
外
の
開
発
の
推
進

力
が
低
下
す
る
一
方
で
、
郊
外
の
土

地
利
用
規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
大
規
模
な
工
業
用
地
の
整

備
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

深
刻
な
の
は
、
工
業
用
地
の
整
備
主

体
の
弱
体
化
で
あ
る
。
２
０
０
０
年

前
後
を
契
機
と
し
て
、
県
企
業
局
、

市
の
土
地
開
発
公
社
、
県
内
の
ゼ
ネ

コ
ン
が
、
工
業
用
地
の
供
給
部
門
を

リ
ス
ト
ラ
で
縮
小
・
解
体
し
た
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
先
般
、
県
企

業
局
が
小
山
町
で
工
業
団
地
の
整

備
を
再
開
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

　
企
業
が
新
た
な
製
品
の
製
造
を

行
う
場
合
、
既
存
の
工
場
の
生
産
を

止
め
て
建
て
替
え
る
の
で
は
な
く
、

新
た
な
用
地
を
求
め
る
場
合
が
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
技
術
革
新
の
進

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、
規
制
で
は

な
く
誘
導
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
居
住
の
促
進
と
都
市
機
能
の
集

積
を
図
る
エ
リ
ア
を
定
め
て
い
く
こ

と
は
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
問
題

は
、
立
地
適
正
化
計
画
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
総
合

計
画
と
土
地
利
用
規
制
が
変
容
し
、

立
地
適
正
化
計
画
の
対
象
と
な
ら
な

い
郊
外
に
つ
い
て
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

が
明
確
に
定
ま
ら
な
い
ま
ま
法
的
な

規
制
だ
け
が
強
化
さ
れ
続
け
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
郊
外
の
土
地
利
用
が
積

極
的
に
図
ら
れ
て
い
る
地
域
も
存
在

す
る
。
例
え
ば
、
石
川
県
の
金
沢
都

市
圏
で
は
、
住
宅
地
の
郊
外
へ
の
拡

大
が
進
行
し
て
い
る
。
金
沢
市
の
西

側
に
位
置
す
る
白
山
市
で
は
、
田
園

地
帯
の
住
宅
地
化
が
土
地
区
画
整
理

の
手
法
で
順
次
、
行
わ
れ
て
き
て
い

る
。
昨
年
９
月
に
学
生
と
と
も
に
訪

問
調
査
し
た
白
山
市
郊
外
で
は
、
西

金
沢
か
ら
白
山
山
麓
に
向
か
う
私
鉄

に
新
駅
が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
住
宅

地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
は
、

学
生
た
ち
が
疑
問
に
思
っ
た
静
岡
県

と
の
違
い
、
す
な
わ
ち
、
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
な
く
戸
建
て
住
宅
の
需
要
が

強
い
と
い
う
金
沢
周
辺
の
地
域
特
性

も
あ
る
の
で
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
能
登
地
域

展
に
伴
い
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
燃

料
電
池
の
生
産
の
た
め
の
工
業
用

地
な
ど
の
需
要
も
発
生
し
て
い
る
。

　
本
県
の
中
部
地
域
に
は
、
操
業

後
30
年
以
上
経
過
し
た
従
業
員
数

百
人
規
模
の
事
業
所
が
50
近
く
あ

り
、
今
後
、
製
造
す
る
製
品
の
抜

本
的
な
更
新
時
期
を
迎
え
る
可
能

性
が
あ
る
。
第
二
東
名
自
動
車
道
、

中
部
横
断
自
動
車
道
、
清
水
港
、

富
士
山
静
岡
空
港
と
い
っ
た
交
通

基
盤
の
整
備
の
効
果
を
生
か
し
て

い
く
た
め
に
は
、
中
部
都
市
圏
の

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
土
地
利

用
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
こ
れ
を
推
進

す
る
官
民
両
方
の
整
備
体
制
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
。
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